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●
去
る
９
月
２
日
北
海
道
教
務
支

庁
、
第
百
回
記
念
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
ｃ
大
き
な
節
目
と
な
る
今
年

の
記
念
祭
は
、
お
よ
そ
１
年
前
よ
り

北
海
道
管
内
の
教
会
長
、
よ
う
ぼ

く
、
信
者
を
挙
げ
て
、
次
な
る
道
ヘ

と
向
か
う

一
里
塚
と
定
め
て
、
新
た

な
第

一
歩
を
歩
み
だ
す
べ
く
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、思

い
も
か
け
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
に
よ
る
社
会
状
況
の
変
化

に
よ
り
、
止
む
な
く
内
容
を
縮
小
し

日
程
も
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
配

慮
し
、
遠
距
離
の
移
動
を
極
力
抑

え
、
密
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
役
割
も
最
小
限
に
と
ど
め
、
支

部
長
他
教
会
長
、
よ
う
ぼ
く
、
信
者

の
方
々
の
ご
参
集
を
極
力
お
控
え
い

た
だ
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

１０
時
開
式
、
西
垣
教
区
長
に
よ
る

祭
文
奏
上
、
座
り
づ
と
め
。
よ
ろ
づ

よ
八
首
を
参
拝
者
全
員
総
立
ち
で
つ

と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
祖
霊
殿
前
に
て
教
区
功
労

者
合
祀
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。最
後
に
教
区
長
よ
り
講
話
が
あ

り
、
先
月
号
に
掲
載
致
し
ま
し
た

が
、
第
百
回
の
記
念
祭
に
つ
い
て
意

義
と
今
後
の
歩
み
に
つ
い
て
話
し
解

散
し
ま
し
た
。

北海道教区のホームページ 〈http:〃tenri町Ohk.wixsite.cOmAenrikyO― hk〉 教区報がご覧頂けます。
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教
区
百
回
記
念
祭

に
寄
せ
て

（そ

の

二
）

教
務
支
庁
開
設

初
代
教
務
支
庁
長
と
な
ら
れ
た
板

倉
先
生
が
、
明
治
３８
年
に
初
め
て
渡

道
さ
れ
た
折
に
、
教
会
が
置
か
れ
て

い
る
場
所
十
数
ヶ
所
を
巡
教
さ
れ
た

が
、
そ
の
頃
未
認
可
を
含
め
て
ま
だ

二
十
数
力
所
し
か
な
く
、
十
勝
以
東

は
一
箇
所
も
な
か
っ
た
。
先
生
は
北

海
道
の
中
央
部
と
見
ら
れ
る
場
所

に
、
教
会
取
締
事
務
所
を
設
置
す
る

適
当
な
場
所
を
探
し
て
い
た
。
幸

い
、
滝
川
在
の
新
谷
和

一
郎
氏

（雨

龍
役
員
）
宅
の
提
供
を
受
け
、
開
設

と
な
っ
た
。
そ
れ
が
２
年
後
、
明
治

４０
年
の
巡
教
の
時
に
は
、
新
十
津
川

に
事
務
所
を
新
築
す
る
と
い
う
飛
躍

と
な

っ
た
ｃ

板
倉
先
生
の
Ｌ
は
、
「世
界

一
列

と
い
う
お
道
な
の
に
、
事
務
所
が
借

家
間
借
り
で
ど
う
す
る
。
北
海
道
の

道
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は

一
千
ヶ
所
の
名

称
を
戴
け
る
の
も
、
遠
い
夢
で
は
な

い
。」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
力
溢

れ
る
言
葉
は
、　
一
同
を
鼓
舞
し
た
だ

ろ
う
ｃ
明
治
四
十
三
年
九
月
に
は
、
全
国

に
教
務
支
庁
を
置
く
こ
と
に
な
り
、改

め
て
樺
太
を
管
掌
下
に
納
め
て
、
天

理
教
北
海
道
教
務
支
庁
と
、
看
板
が

か
け
替
え
ら
れ
た
。

初
代
の
主
事
は
左
記
の
十
名
で
、先

生
の
手
足
と
な
り
、
時
に
は
先
生
の

性
に
入
り
込
ん
で
働
か
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
ｃ

〈
初
代
主
事
〉

西
垣
定
喜

（雨
龍
）、
吉
野
慶
助

（上

川
）、
山
本
長
蔵

（北
海
）、
藤
田
好

助
（夕
張
）
、
山
本
鹿
蔵
（室
蘭
）、
唐

沢
辰
吉

（北
明
）
、
更
谷
鶴
松

（北

旭
）、
新
谷
延

一
（新
十
津
川
）、
塩

野
谷
岩
次
郎

（北
都
）
、
後
藤
栄
七

（石
狩
）。

大
正
天
皇
行
啓
か
ら
移
転
ヘ

明
治
四
十
四
年
八
月
二
十
二
日
、ま

だ
東
官
で
あ
ら
れ
た
大
正
天
皇
の
北

海
道
行
啓
が
あ
り
、
こ
の
日
札
幌
に

お
い
て
、板
倉
支
庁
長
を
先
頭
に
、全

道
か
ら
の
三
百
の
教
師
と
、
三
百
の

一

婦
人
会
員
が
、　
一
手

一
つ
に
な
っ
て

奉
迎
申
し
上
げ
る
と
い
う
、　
一
大
図

譜
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機

会
に
、
教
務
支
庁
の
札
幌
移
転
の
話

と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
事
情
で
、道

庁
の
所
在
地
に
教
務
支
庁
を
置
く
べ

き
こ
と
が
痛
感
さ
れ
た
。
し
か
し
、道

北
地
区
の
教
会
長
と
道
南
地
区
の
教

会
長
が
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、
い
ず

れ
に
軍
配
を
上
げ
る
か
先
生
も
苦
悩

さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
夜
、
先
生

が
訳
の
分
か
ら
ぬ
上
げ
下
し
で
、
激

し
い
痛
み
を
伴
う
身
上
と
な
ら
れ

た
。
こ
の
先
生
の
身
上
か
ら
、
主
事

達
が
確
執
し
合
う
の
を
や
め
、
考
え

直
し
、
心
を
洗
っ
て
先
生
に
悩
ま
せ

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
、身

上
に
苦
し
む
先
生
の
お
身
体
も

嘘
の
よ
う
に
全
快
し
、
教
務
支

庁
移
転
の
話
は
、
双
方
得
心
の

上
で
、決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
六
月
、
「札
幌
は
北

海
道
庁
の
所
在
地
で
あ
り
、
交

通
の
便
も
良
く
、
今
後
の
布
教

活
動
や
教
会
事
務
を
統
括
し
て

い
く
に
は
、
最
適
地
で
あ
る
」

と
、
板
倉
槌
三
郎

・
教
務
支
庁

長
を
芯
と
し
た
主
事
達
の
意
見

が
ま
と
ま
り
、札
幌
区
山
鼻
（現

在
地
）
へ
の
移
転
と
な
っ
た
。

北
海
道
の
道
は
ま
だ
累
進
的
に

伸
び
拡
が
っ
て
お
り
、
大
正
五

年
に
百
五
十

一
ヶ
所
だ
っ
た
処

か
ら
、
七
年
に
は
百
八
十
ヶ
所

に
殖
え
て
い
た
ｃ

若
き
真
柱
様
の
ご
来
道

翌
七
年
春
、　
一
帯
に
畑
地
が
広
が

る
区
割
り
の
所
に
、
本
館

・
十
間
に

六
間
で
三
階
建
て
、
神
殿

三
二
間
半

に
六
間
、
炊
事
場

・
七
間
半
に
四
問

半
の
教
務
支
庁
舎
が
偉
容
を
表
し

た
．
「全
道
ど
こ
を
探
し
て
も
な
い

普
請
」
と
言
わ
れ
る
程
、
基
礎
に
も

襖
の
算
本
に
も
心
配
り
が
行
き
届
い

て
い
た
。

）

そ
し
て
、
こ
の
夏
、
一教
務
支
庁

移
転
建
築
落
成
奉
告
祭
に
、
二
代
管

長
公

（真
柱
様
）
が
北
海
道
へ
お
下

が
り
下
さ
る
」
と
決
ま
り
、
四
月
に

天
理
中
学
に
お
入
り
に
な
っ
た
真
柱

様
が
、
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
、
東

北

・
北
海
道
を
御
見
学
に
な
る
と
い

う
御

一
行
を
、
受
け
入
れ
る
準
備
が

慌
た
だ
し
く
も
進
ん
で
い
つ
た
。

御

一
行
は
、

管
長
公
。二
代
真
柱
正
善
様
・十
四
歳

御
母
堂

・
中
山
た
ま
え
様

御
嬢
様

。
中
山
玉
千
代
様
十
七
歳

山
澤
為
造
先
生

・
真
柱
職
務
摂
行
者

松
村
吉
太
郎

・
高
安
大
教
会
長

梶
本
宗
太
郎
先
生
、
板
倉
槌
三
郎
支

庁
長
、
そ
の
他
随
行
を
入
れ
十

一
名

で
あ
っ
た
ｃ

管
長
公
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と

は
、
「神
様
を
迎
え
る
」
と
い
う
意

気
込
み
で
あ
り
、
ま
だ
そ
の
頃
は
お

ぢ
ば
が
え
り
に
も
数
日
間
汽
車
に
揺

ら
れ
、
ま
た
、
費
用
の
面
で
も
簡
単

に
は
行
け
な
い
時
代
で
あ

っ
た
た

め
、
は
る
ば
る
北
海
道
に
お
出
ま
し

く
だ
さ
れ
、
そ
の
お
姿
を
拝
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
信
者
達

も
感
激
し
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
た
の
で
あ
る
こ

御

一
行
は
、
八
月
三
日
に
東
京
を

発
ち
、
東
北
に
寄
ら
れ
て
八
日
に
函

館
、
九
日
に
小
樽
か
ら
札
幌
へ
。
札
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幌
駅
頭
に
は
千
三
百
名
が
参
集
し
、歓

喜
の
う
ち
に
お
迎
え
し
た
。
（大
正

七
年
七
月
号
み
ち
の
と
も
よ
り
）

御

一
行
の
順
路
は
旭
川
、帯
広
、網

走
、
釧
路
、
岩
見
沢
、
室
蘭
か
ら
函

館
へ
と
ま
わ
っ
て
。
宿
泊
な
さ
れ
た

上
川
、
夕
張
、
室
蘭
の
教
会
は
、
客

殿
を
普
請
し
、お
迎
え
し
た
も
の
で
、各

々
の
駅
か
ら
人
力
車
を
連
ね
て
教
会

ま
で
は
黒
山
の
人
で
、
駅
長
以
下
が

最
敬
礼
し
て
送
っ
た
と
い
う
。

庁
舎
落
成
奉
告
祭

（道
の
友

。
大
正
八
年
十
月
号
よ

う

多

―

ヽ

「真
柱
様
御

一
行
の
お
入
り
込
み

も
無
事
済
ま
せ
た
翌
大
正
八
年
九
月

七
日
を
選
ん
で
、
落
成
奉
告
祭
が
勤

め
ら
れ
た
。
来
賓
と
し
て
は
、
道
庁

長
官
代
理
、
区
長
代
理
、
地
方
有
志

）

若
干
名
、
教
師
、
教
会
長
七
百
名
が

参
拝
し
た
。

神
殿
に
於
い
て
支
庁
長
祭
主
と
な

り
来
賓
だ
け
を
招
じ
入
れ
、
祭
式
終

わ
る
や
階
下
座
敷
に
於
い
て
一
般
参

拝
者
に
対
し
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た

り
。
祝
辞
は
道
庁
長
官
代
理
、
教
会

長
代
表
、
単
独
布
教
者
代
表
、
支
庁

職
員
代
表
の
順
に
て
最
後
に
板
倉
支

庁
長
の
答
辞
に
て
式
を
終
へ
し
は
十

一
時
半
。
そ
れ
よ
り
来
賓
、
教
師
を

饗
応
せ
り
。

翌
八
日
は
講
演
会
、
午
前
八
時
に

始
ま
り
講
師
は
五
名

（中
略
）。
準

備
に
つ
い
て
は
五
間
に
六
間
の
大
天

幕
を
張
り
て
食
堂
と
な
し
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
以
て
不
夜
城
と
な
し

た
り
。
顧
み
れ
ば
明
治
四
　
年
、
新
十
津

川
に
組
合
事
務
所
建
築
の
奉
告
祭
の

時
に
は
公
認
教
会
数

一
九
箇
所
な
り

し
に
、　
一
二
年
後
の
今
日
は
公
認
教

会
数

一
九
六
筒
所
に
達
し
、
数
万
円

を
要
せ
し
建
築
も
首
尾
よ
く
成
功
し

た
る
は
喜
び
の
感
に
堪
え
ず
。」
以
上

か
く
し
て
大
正
七
年
八
年
の
慶
事

を
記
念
し
て
大
二
十
年
九
月
七
日
第

一
回
北
海
道
教
務
支
庁
記
念
祭
が
執

り
行
わ
れ
た
。

［参
考
文
献
］

・
み
ち
の
と
も

・
板
倉
槌
三
郎
伝

■
過
日
あ
る
信
者
さ
ん
の
御
宅

ヘ

伺
っ
た
時
、
奥
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う

な
事
を
開
か
さ
れ
た
。

一私
の
伯
母
さ
ん
は
年
を
と
つ
て
も

身
だ
し
な
み
も
よ
く
、
外
出
時
に
は

き
ち
ん
と
化
粧
を
す
る
人
で
す
。
そ

の
伯
母
が
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
た
時

『
口
紅
を
拭
い
て
頂
け
ま
す
か
』
と

云
わ
れ
た
の
で
、
ハ
イ
と
云
っ
て
口

元
を
と
が
ら
せ
な
が
ら
回
笛
を
吹
く

し
ぐ
さ
を
し
た
ら
し
い
の
で
す
よ
ｃ

い
や
、
聞
い
て
大
笑
い
し
ま
し
た
。」

こ
の
伯
母
さ
ん
は
、
「
国
紅
を
拭

く
」
を

「
日
笛
を
吹
く
」
と
間
違
え

た
訳
で
あ
る
．
こ
れ
は
ひ
ど
い
方
だ

が
年
を
老
い
る
と
耳
の
老
化
の
せ
い

だ
っ
た
り
、
よ
く
聞
か
ず
に
早
と
ち

り
だ
っ
た
り
で
間
違
っ
て
聞
き
と
る

事
は
多
く
な
る
。

早
い
話
が
私
達
夫
婦
の
会
話
も
最

近
は
大
変
で
あ
る
。
長
年

一
緒
に
生

活
を
し
て
き
た
の
で
、
お
互
い
に
何

を
話
し
て
も
当
然
わ
か
る
も
の
と
し

て
話
す
も
の
だ
か
ら
話
の
主
語
が
飛

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
懸
命

に
話
を
し
て
い
て
も
、
誰
の
話
な
の

か
、ま
た
何
の
こ
と
を
云
っ
て
い
る
の

か
、
と
に
か
く
話
の
主
語
を
聞
く
ま

で
は
意
味
が
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

ま
あ
、
こ
う
し
た
事
は
笑
い
話
で

す
む
こ
と
で
あ
る
が
、
人
様
と
の
会

話
と
な
れ
ば
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
話
す
こ
と
も
大
切
だ
が
聞

き
上
手
に
な
る
事
は
人
生
に
於
い
て

も
っ
と
大
切
な
事
で
あ
ろ
う
。

私
の
友
人
の
一
人
で
あ
る
が
，
彼

は
自
分
の
信
条
と
し
て
他
人
に
対
し

自
分
か
ら
縁
を
切
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
た
。
切
る
心
は
自
分
の
運
命
も

切

っ
て
い
く
も
の
だ
と
信
じ
て
い

た
。
従
っ
て
同
時
に
大
変
な
聞
き
上

手
で
あ
る
。
世
の
中
に
は
話
し
上
手

な
人
は
た
く
さ
ん
い
る
だ
ろ
う
が
、そ

れ
に
対
し
て
聞
き
上
手
な
人
は
案
外

少
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
退
屈

な
話
で
も
、
自
慢
話
で
も
、
ま
た
取

る
に
足
ら
な
い
話
で
も
出
来
る
限
り

「う
ん
う
ん
」
と
聞
い
て
き
た
人
で

あ
る
。
結
果
と
し
て
彼
の
人
生
に
は

人
が
寄
り
、
何
事
に
も
つ
な
が
っ
て

く
る
理
が
働
い
て
き
て
い
た
ｃ

私
達
は
自
分
の
思
い
に
反
す
る
こ

と
や
、
自
分
の
損
得
の
計
算
に
合
わ

な
い
場
合
に
出
く
わ
す
と
す
ぐ
切
っ

て
し
ま
い
や
す
い
。
し
か
し
ど
ん
な

に
思
い
に
反
す
る
こ
と
で
も
、
心
の

隅
に
相
手
の
こ
れ
か
ら
の
心
待
ち
を

思
い
や
っ
て
つ
な
い
で
い
く
心
は
人

だ
す
け
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
私
の

人
で
人
の
愚
痴
を
聞
い
て
後
に
大
成

し
た
人
も
知
っ
て
い
る
。
他
人
の
話

を
上
手
に
聞
く
事
は
、
他
人
の
人
生

を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
必
ず
心

の
徳
を
頂
戴
出
来
る
。

私
達
の
目
指
す
陽
気
ぐ
ら
し
は
神

も
共
に
楽
し
む
陽
気
ぐ
ら
し
で
あ

る
。
そ
れ
は
人
は
皆
、
兄
弟
姉
妹
の

自
覚
を
持
っ
て
仲
よ
く
暮
す
事
で
あ

る
。
そ
れ
は
他
人
の
人
生
を
心
か
ら

尊
重
す
る
事
で
も
あ
る
。
聞
き
上
手

は
、
自
分
の
つ
な
ぎ
心
が
養
わ
れ
て

結
局
は
自
分
が
た
す
か
っ
て
い
く
の

で
あ
る
。

教理随想 三十八

聞き上手

木岡 昭
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中島みゆき
第二詩集
定価(本体1,300円 +税)好評発売中 !

道 内 主 要 都 市 18書店 で 取 り扱 い 中 !

札幌市 中央区MARUZEN&ジ ュンク常書店札幌店
札幌 |lf 中央区 紀伊國屋書店札幌本店

札幌市 中央区 紀伊國屋書店オーロラタウン店
札幌市 中央区大垣書店マルヤマクラス店
札幌市 北 |ヌ コーチャンフォー新川通り店
札幌 ||∫ 豊平区コーチャンフォーミュンヘン人橋店
札幌 |1丁 清田区コーチャンフォー美しが丘店
函館市 函館栄好堂丸井今井店
函館市 函館鳶屋書店
小樽市 紀伊国屋書店小樽店
旭川市 ジュンク堂書店旭川店
旭川市 コーチャンフォー旭川店
釧路市 コーチャンフォー釧路店
釧路市 リライアブルブックスルー ト38号店
帯広市 岡書帯広イーストモール店
北見市 コーチャンフォー北見店
根室市 リライアブルブックス根室店
釧路Ⅲ]lリ ライアブルブックス運動公園通り店

松 岡 英 郎 氏
(69歳 )

四十行のひとりごと
「天
理
教
の
教
え
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
検
索
す
る
と
、
布
教
部
の
Ｈ
Ｐ

「心
の
エ
ッ
セ
ン
ス
～
な
る
ほ
ど
か
ら
始
ま
る
新
し
い
一
歩
」
や
、未

呻
信
の
方
を
対
象
と
す
る
″
に
を
い
が
け
動
画
″
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

．．．．．嬌

〓
．０

．．．
０

．．．び

新
会
長
さ
ん
紹
介

（令
和
２
年
９
月
２６
日
お
運
び
）

函
館
支
部
　
　
・

北
照
誠
分
教
会

（兵
神
）

奉
告
祭
　
令
和
２
年
１１
月
１
日

十
勝
支
部

公
道
分
教
会

（洲
本
）

奉
告
祭
　
令
和
２
年
１１
月
２９
日

―

‥
け

ｒ
ビ

ば

ん
―

―

◎
法
律
に
関
わ
る
諸
問
題
で
ご
相
談

の
方
は
弁
護
士
を
紹
介
致
し
ま

す
。
教
務
支
庁
書
記

・
渡
部
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
毎
月
２６
日
に
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

※
１２
月
は
教
区
報
を
休
刊
致
し
ま

す
．

。
竹
田

笑
子

様
　
３
月
４
日
出
直
　
一９２
歳
）

馬
追
分
教
会
前
会
長
夫
人
　
一南
空
知
支
部
）

・
瀧
内

義
則

様
　
３
月
１６
日
出
直
　
一６７
歳
）

豊
十
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
一白
豊
支
部
一

。
金
輪
ツ
ヤ
子
様
　
３
月
１７
日
出
直
　
一９６
歳
）

正
輪
分
教
会
　
前
会
長
　
　
（倶
知
安
支
部
）

・
横
山

運
造

様
　
３
月
１８
日
出
直
　
一８１
茂
）

美
理
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
（網
走
支
部
）

。
綱
木

年
子

様
　
３
月
Ю
日
出
直
　
（９４
歳
一

誠
綱
分
教
会
前
会
長
夫
人
　
　
一釧
根
支
部
）

・
阿
辺

道
夫

様
　
４
月
２４
国
出
直
　
一９１
歳
一

鍛
森
分
教
会
長
　
　
　
　
　
一倶
知
安
支
部
一

・
山
下
　
登

様
　
５
月
・。
日
出
直
　
（８５
歳
一

東
上
分
教
会
前
会
長
　
　
　
　
一人
塩
支
部
）

・
大
橋
美
枝
子
様
　
５
月
■２
Ｈ
出
直
　
（％
歳
）

由
仁
分
教
会
前
会
長
夫
人
　
　
　
一南
空
知
一

・
高
畑
千
恵
子
様
　
６
月
５
日
出
直
　
一９５
歳
一

愛
幌
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
（旭
川
支
部
一

・
菅
原

萬
三

様
　
６
月
２７
日
出
直
　
一８６
歳
）

知
米
別
分
教
会
長
　
　
　
　
　
一宗
谷
支
部
一

。
川
ロ

ス
エ

様
　
７
月
４
日
出
直
　
一９５
歳
一

巌
望
分
教
会
前
会
長
夫
人
　
　
一紋
別
支
部
）

。
木
村

正
人

様
　
７
月
７
日
出
直
　
（７７
歳
一

道
春
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
（十
勝
支
部
）

・
齊
藤

綾
子

様
　
７
月
・９
日
出
直
　
一９３
歳
一

神
恵
内
分
教
会
長
　
　
　
　
（倶
知
安
支
部
一

・
半
澤
テ
ツ
子
様
　
８
月
５
日
出
直
　
（９６
歳
一

北
野
桜
分
教
会
前
会
長
　
　
　
一北
見
支
部
一

・
松
本
サ
チ
ヱ
様
　
８
月
２４
国
出
直
　
（１０１
歳
）

斜
里
分
教
会
前
会
長
　
　
　
　
一網
走
支
部
一

一

・
反
保
美
津
子
様
　
９
月
７
日
出
直
　
（９０
歳
）

釧
正
分
教
会
前
会
長
　
　
　
　
⌒釧
根
支
部
）

・
齊
藤

恵
子

様
　
９
月
・２
日
出
直
　
（７３
歳
）

東
苗
穂
分
教
会
前
会
長
夫
人

（札
幌
東
支
部
）

・
笹
田

道
秋

様
　
９
月
７
日
出
直
　
（８１
歳
）

巴
港
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
（函
館
支
部
）

・
上
杉
ナ
ミ
子
様
　
９
月
・４
日
出
直
　
⌒８５
歳
）

新
明
分
教
会
前
会
長
夫
人
　
　
（空
知
支
部
）

・
須
見
満
州
夫
様
　
ｌ。
月
６
日
　
　
　
（８３
歳
）

陽
水
分
教
会
長
　
　
　
　
　
　
（旭
川
支
部
）

清 水 _自R産
(46歳テ

l・ 氏

ｋ
ｌ
　

口
Ⅸ

一〓
ロ
　
　
エ士
十
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陽気チャンネルご案内

ブの視聴の仕方、チャンネル登録などがわかりやすく

動画で紹介されています。又公開しているお話の中か

ら6篇が収録されています。

●月次祭の祭典講話に●各会の例会の基調講演に

●講社祭のお話に●おたすけのツールに●信者さんヘ

の配布用に ※各支部には無料で 1枚ずつ配布され
ていますのでご活用下さい。

※このDVDにコピーガードはかかっておりません。

DVD
頒価 【1枚260円】

何枚でも送料は140円です。

※このDVDはユーチュー

北
海
道
教
務
支
庁
日
誌
抄

６
月
１
日
　
た
す
け
推
進
会
議

２
日
　
支
部
配
布
物
発
送

１３
日
　
道
の
教
職
員

２６
日
　
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

７
月
１
日
　
た
す
け
推
進
会
議

１６
日
　
道
庁
提
出
書
類
確
認
作
業

２０
日
　
道
庁
提
出

２６
日
　
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

８
月
１
日
　
た
す
け
推
進
会
議

１８
日
　
教
区
報
編
集
会
議

２６
日
　
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

２９
日
　
道
の
教
職
員

９
月
２
日
　
第
ｍ
回
教
区
記
念
祭

４
日
　
中
南
支
部
例
会

２６
日
　
本
部
月
次
祭
遥
拝
式

１０
月
１
日
　
主
事
会
議

１７
日
　
道
の
教
職
員

２０
日
　
教
区
報
編
集
会
議


